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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、従来の都市、農村を中心とする西アジアの考古学が、今まで研究対象としてこなかった古

代の内陸遊牧世界を数千年にわたる規模で明らかにすることを目的としており、考古学だけでなく歴史

学においても画期的な研究と言える。サウジアラビア及びヨルダンでの遺跡調査、研究発表ともに着実

に進んでおり、海外での評価も高い。 

研究進捗状況報告書には、今後多くの調査が予定され、研究発表も更に本格化されるとあり、当初目

標達成のためになすべきことは残されているが、昨今の政情に関する不安以外は研究専念の環境も整え

られていることから、今後の成果が見込まれる。 

膨大なデータを解析した後、従来の都市、農村を中心とする西アジア考古学の知見と本研究の成果を

総合することによって、新たな古代史を描く成果が出ることを期待する。 

 


